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かわさきTEKTEK（健康ポイント事業）の開始について 【資料１】
５ 学校での応援金の使い道

６ 企業から協賛

１ 事業の目的

・「令和４年度川崎市健康及び食育意識実態調査報告書」等において、働き盛り世
代を中心に運動に取り組む人が少ない傾向がみられる。

・学校ごとの児童数に応じて寄附できるポイントの上限（応援金の上限額）を設定（資料４参照）
・基本的に児童会などで子ども達に使い道を検討してもらう
【使い道の例】

・本事業は、無理なく継続して取り組みやすいウォーキングで市民の健康意識を高め、
その運動の成果を本人だけではなく、地域社会や子ども達に還元し、健康と優しさが

循環する「健康循環社会」の構築を目指す。

３ アプリについて

・参加対象は１８歳以上（誰でも参加可能、但し応援特典は市内在住、在勤・在学者のみ）
・ポイントは1日で2,000歩、5,000歩でそれぞれ5ポイント、8,000歩で更に
10ポイントを付与。また、アプリ内のウォーキングコースの制覇等でもポイントを付与。
・10ポイントを１円に換算し、100ポイント(10円分)ごとに学校に寄附が可能。
・今年度は半年間の実施となるため、初回登録ポイントとして2,000ポイント付与
・アプリの機能についての詳細は（資料２参照）

７ スケジュール

・様々な企業がその特性を活かして、応援特典の提供、協賛金提供、広報の協力等を行っていただきます。
・参加者への応援特典には企業の商品等の「モノ」や、その企業ならではの「体験モノ」を準備（資料５参照）
【応援特典の例】

・事業名由来
T:楽しく
E:笑顔で
K:健康に
T:貯まった
E:笑顔は
K:子ども達に

２ 事業スキーム

４ スペシャルパートナーについて

・川崎フロンターレと川崎ブレイブサンダースがスペシャルパートナーとして特別な応援
①特別な応援特典、②参加者確保、③応援特典応募チケットを受けての社会貢献活動
※社会貢献活動の仕組みの詳細は（資料３参照）
〇川崎フロンターレ
①麻生グラウンドクラブハウス体験会

ホームゲーム親子サッカー教室参加券
②フロンタウン等を活用した参加者確保
③応募チケットの寄附で子ども食堂の

子ども1組2名をホームゲーム招待

〇川崎ブレイブサンダース
①選手がバスケを教えにきてくれる券
②ホームゲームに歩いて来場する

『＆ONE WALKING』との連携
③応募チケットの寄附で、小学校への

ゴール寄贈にボールを追加
※１、２学校での実施内容や応援特典の内容により、実施時期が10月以降になる場合あり。
※その他、随時アプリを活用したウォーキングイベントを実施予定。

※小学部のある
特別支援学校
を含む
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